⑦　自己評価

	実習先
	種別
	
	実習生
	所　属
	高知県立大学社会福祉学部

年

	
	名称
	
	
	氏　名

（学籍番号）
	（　　　　　　　　　　　）


	①実習機関・施設・病院の役割について体験的に理解する．

	（例示）　・説明をよく理解したか
・運営方法を理解したか
　　　　　・業務内容の理解に努めたか
・職員とチームワークがとれたか
	

	②援助過程を体験的に学習することを通じて，利用者理解を深め，実践機能を高める．

	（例示）　・利用者と積極的に関わったか
・援助目標が設定できたか（しようとしたか）
　　　　　・援助関係を形成しようとしたか
・援助計画を実施しようとしたか
	

	③実習機関・施設・病院に関連する社会資源と，それら相互の協働の仕方について理解する．

	（例示）　・各社会資源について理解したか
・カンファレンスの重要性を理解したか
　　　　　・連絡調整の重要性を理解したか
・相互協働のあり方を理解したか
	

	④業務において利用者の人権を尊重した援助のあり方を考え，そのための基本的態度を身につける．

	（例示）　・マナーに配慮した行動ができたか
· ・利用者中心の姿勢を大切にできたか
· 　　　　　・守秘義務を理解し，行動したか
· 　　　　　・様々な場面で人権尊重を意識した言動や，援助の
· 　　　　　　工夫ができたか（またはしようとしたか）
	

	⑤社会福祉専門職の意義を体験的に理解する．

	（例示）　・専門職実習の心構えができていたか
・実習記録のコメントを理解しようとしたか
・倫理綱領の意義を体感できたか
・専門職の社会的意義を考察したか
	

	⑥独自のテーマについて

	（例示）　・テーマは明確であったか
・積極的な取り組みができたか
　　　　　・実習計画を状況に応じて修正できたか
・実習をふまえて新たな課題が見出せたか
	

	⑦総合評価

	


